
放
送
研
究
会
は
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
や

朗
読
、映
像
作
品
、音
声
作
品
な
ど
幅

広
く
活
動
し
て
い
ま
す
！
毎
年
「
大

学
N
コ
ン
」に
出
場
し
て
お
り
、結
果

を
残
し
て
い
ま
す
。脚
本
か
ら
出
演
、

編
集
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
が
で
き

る
サ
ー
ク
ル
で
す
！
作
品
を
完
成
さ

せ
た
と
き
の
喜
び
や
達
成
感
は
他
で

は
味
わ
え
な

い
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。新

入
生
の
皆
さ

ん
も
、声
や
映

像
を
通
じ
て

「
伝
え
る
放

送
」を
一
緒
に

や
っ
て
み
ま

せ
ん
か
？新

入
生
の
皆
さ
ま
、こ
の
た

び
は
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

大
学
生
活
は
自
分
の
好
き

な
こ
と
を
と
こ
と
ん
追
求
で

き
る
貴
重
な
機
会
で
す
。私
は

本
学
で
英
語
を
学
び
、留
学

経
験
を
通
じ
て
、今
で
は
山
形

を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行
客
の

方
々
へ
英
語
で
バ
ス
の
案
内
を

し
て
い
ま
す
。大
学
で
得
た
知

識
や
経
験
が
、今
の
職
場
で
生

か
さ
れ
て
い
る
の
を
実
感
し

て
い
ま
す
。ア
ル
バ
イ
ト
や
部

活
、学
び
た
い
こ
と
に
打
ち
込

む
時
間
を
大
切
に
し
、こ
れ
か

ら
始
ま
る
大
学
生
活
を
満
喫

し
て
く
だ
さ
い
！

多
彩
な
学
生
生
活

関わり 学ぶ最先端を探究する地域と
総合大学である山形大学には、多様な価値観とバックグラウンドを持つ
学生が集い、県内の四つのキャンパスで、優れた研究者でもある教員たち
の下で学んでいます。各学部の特徴的な教育研究の取り組みや、充実した
キャンパスライフを送る先輩たち、社会で活躍する卒業生のリアルボイス
など、山形大学の魅力をご紹介します！

20年にわたる山形大学のナスカ研究
の成果を活用し、天文考古学的視点か
ら地上絵における人間活動がどのよう
に展開したのかを明らかにしようと研究
に取り組んでいます。この研究が少しで
も地上絵研究に貢献できればと考えて
います。

ナスカ地上絵の発見と目的の解明
：AIが拓く解読と保護の未来

ナスカ地上絵研究の新展開

地元で
活躍する
卒業生

　山形大学とIBM研究所の共同研究の成果として、AIを活用し
た調査の加速化により、新たに303個の地上絵が特定されまし
た。これにより、確認済みの地上絵の数はほぼ倍増し、地上絵の目
的の解明に大きく貢献しました。今後も、さらなる地上絵の発見が
期待されます。今後の課題として、文字を持たなかったナスカ社会
において、地上絵の分布には、社会的に重要な情報が含まれる可
能性が大きいため、そ
の解読に取り組みま
す。また、開発や洪水
による被害が深刻化
している地上絵に対
する保護活動を、ペ
ルー文化省と連携し
て実施していきます。

人文社会科学部人文社会科学部

A Iによってナスカ調査が加速したことで、発見された地上絵

現地調査の様子

社会文化創造研究科
修士課程 2年

漆 原 野 乃 さん

私は外国語獲得における母語の影響
について学んでいます。「外国語の文章
構造をつかむ能力は母語の習熟度が上
がるほど向上する」という先行研究の知
見を踏まえ、児童生徒のメタ言語能力の
向上に資する教材を考案したいと考え
ています。

学びの継承
―教員から学生のみなさんへ、
みなさんから次の世代へ―

次世代の育成に向けて

　地域教育文化学部では、地域における教育の振興や文化創生
に資する諸科学の教育を通して、多様化する問題に適切に対応
できる柔軟性・独創性＝「次世代を生き抜く力」をもつ人材の育成
を行っています。カリキュラムには、地域の子どもたちとの交流や、
まちづくり・子育て支援への参画等も含まれており、「次世代を育
てる力」も磨かれます。次世代を育てるためのアイデアは、実務経
験をはじめとした多様な経
験をもつ教員との対話から
も得ることができます。社会
を構成する一人一人の生
きがいや人生の意義、地域
の文化や発展等々につい
て、教員とともに考えます。

地域教育文化学部地域教育文化学部

地域教育文化学部
4年

佐藤菜々子 さん

私は黄砂についての研究を通じて、自
然環境や気候変動がどのように相互作
用するかを学び、地球温暖化の影響を
探っています。理学部で学んだ知識を基
に、今後の気候変動に関連した問題解
決に貢献したいと考えています。

火星大気から自然災害調査まで

黄砂研究で気候変動解明

　理学部の中でも地
球科学分野は扱う対
象が多様なのが特徴
です。火星大気を測
定する装置の開発、
南極を含む国内外の
岩石・化石・地質、山
形県内の火山・地
震・樹氷、噴火現象
のシミュレーションや
バイオミネラリゼー
ションの研究もありま
す。実は2025年大阪・関西万博で展示される「火星の石」は、地
球科学分野の教員が参加した南極地域観測隊地球外物質探査
チームが採取した「南極隕石」の一つです。山形県内で発生した

豪雨災害や土
砂災害に対して
は、地球科学分
野の教員が参加
している災害環
境科学研究ユ
ニットも調査を
行っています。

理学部理学部

山形県南部令和4年8月豪雨災害調査での小白川の変状の例

南極氷床の上にあった万博で展示される「火星の石」
（火星隕石）

理学科地球科学コース
カリキュラム 4年

鈴 木 小 春 さん

臨床実習を通じて、患者さんの人生を彩り
支える耳鼻咽喉科・頭頸部外科に興味を持つ
ようになりました。学会やセミナーで全国や海
外の先生方からお話を伺う機会にも恵まれ、
日々新しい経験に目を輝かせています。自分の
興味を大切にしながら、いろいろなことにチャレ
ンジできる環境がとても魅力的だと思います。

低侵襲な内視鏡下耳科手術を
山形から世界へ発信

日々新しい発見と挑戦がある場所

　中耳疾患に対する手術治療は、耳の後ろを大きく切って骨を削
りながら操作を行う顕微鏡手術が標準ですが、山形大学では耳の
穴から内視鏡の拡大した視野で操作を行う低侵襲手術【経外耳
道的内視鏡下耳科手術：TEES】を開発し、国内外に先端技術を
発信しています。今年の手術講習会では、7カ国から67名の医師
が山形に集結し、内視鏡下耳科手術の講義・ハンズオン実習・手
術見学に参加しました。
また、医工連携で開発
した耳科手術トレーニン
グ用の側頭骨3Dモデ
ルは国内外で市販化さ
れ、ドイツ国立ハンブル
ク大学の手術講習会で
もYamagata modelと
して利用されています。

医学部医学部

経外耳道的内視鏡下耳科手術 Transcanal endoscopic ear surgery: TEES

医学部医学科
6年

鶴 見 桃 子 さん

「山形・東北と半導体」では、半導体
企業の方々から業界の話を直接聞ける
ので、知識が身に付くだけでなく、半導
体の世界をリアルに感じることができま
す。さらに東北大学での半導体製造実
習に参加し、講義で学んだことが実際の
成果につながる感覚を味わえました。

今、“半導体”が熱い！
～山形・東北地域の産学官と連携した

半導体教育を展開中～

半導体業界のリアル体験

　AIや高度なデジタル社会の実現に欠かせない“半導体”。国内
では九州と北海道が注目されていますが、実は東北も国内有数の
半導体関連産業の集積地です。山形大学では東北の産学官連
携体「東北半導体・エレクトロニクスデザインコンソーシアム
（T-Seeds）」と連携し、幅広い学問分野の学生を対象にした半導
体教育（半導体製造実習、企業視察ツアー等）を行っています。基
盤共通教育科目「山形・
東北と半導体」は工学
部以外の学生も履修可
能です。この半導体教育
を通じて地域で活躍でき
る半導体人材、半導体
に精通したデジタル人材
を育成します。

工学部工学部

「山形・東北と半導体」講義の様子。講師は世界の半導体をリードする東北大学・遠藤哲郎教授

情報・エレクトロニクス学科
電気・電子通信コース2年

菊 地 実 結 さん

人口減少社会において、野生動物が
ヒトへの恐れを失うことで「大胆さ」を獲
得しているという点に着目し、研究に取
り組んでいます。先進国の中でもいち早
く人口減少社会を迎えた日本での研究
成果を、世界に発信することを目指して
います。

縮む社会における人と野生動物との
新たな共存を目指す

人口減少と野生動物の大胆化

　ヒトはさまざまな野生
動物に「恐れ」を与える
生態系の頂点に立つ種
です。本格的な人口減
少時代に足を踏み入れ
た日本、そしてその先頭
に立つ東北において、ヒ
トがもたらす「恐れ」が
消失しつつあり、野生動
物の分布は広がり続けています。その結果、農村における農業被
害、さらには都市における生活被害に発展しています。このメカニ
ズムを動物側と社会側の両面から解明し、社会に実装可能な解
決策を提供するための実学が求められています。この研究課題
は、新設された農山村リジェネレーション共創研究センターでも重
点的に進められており、分野横断的な研究が展開されています。

農学部農学部

岩手大学大学院連合農学研究科
（山形大学農学部配置）

博士課程１年
山 下 純 平 さん

研究室でのゼミの様子

卒
論
発
表
会
で
の
発
表
の
様
子

Yamagata modelを用いたドイツ、ハンブルク大学の手術
講習会（2024年11月）

㈱東根新電元への企業視察ツアー。本学OBとの情報
交換の様子（提供元：㈱東根新電元）

河畔林などをたどって私たちの生活圏にまで近づく大型
動物が増えています

多
雪
地
に
も
分
布
を
広
げ
る
シ
カ
の
行
動
や
生
態

を
明
ら
か
に
し
、森
林
や
社
会
に
も
た
ら
す
影
響

予
測
を
進
め
て
い
ま
す

代
表
者

人
文
社
会
科
学
部
2
年

安
達
優
月大学Nコンで数々の賞を受賞映像作品の撮影風景

放
送
研
究
会

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
基
盤
共
通

教
育『
フ
ィ
ー
ル
ド
ラ
ー
ニ
ン
グ-

共

生
の
森
も
が
み
』を
通
し
て
考
え
た
、

舟
形
フ
ェ
ア
と
い
う
企
画
を
実
行
し

ま
し
た
。こ
の
企
画
は
舟
形
町
の
農

業
の
魅
力
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
と
い

う
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
山
形
大
の
学
生
に
舟
形
町
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
舟
形

町
産
の
食
材
を
利
用
し
た
学
食
の
提

供
、
舟
形
の
情
報
を
ま
と
め
た
チ
ラ

シ
の
配
布
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

代
表
者

理
学
部
２
年

諸
田
ほ
の
かサツマイモの収穫の手伝いを行いました

舟
形
ま
ん
ぷ
く

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

舟
形
フ
ェ
ア
の
準
備
と
し
て
舟
形
町
で
農
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
た
際
の
写
真

５月ごろの授業で苗を植えたキュウリ
畑の撤去作業を行いました

人
文
学
部
人
間
文
化
学
科

グ
ロ
ー
バ
ル
文
化
学
コ
ー
ス

佐
々
木
雄
大
さ
ん

山
交
バ
ス
株
式
会
社

営
業
部
乗
合
課

大
学
で
培
っ
た
ス
キ
ル
を
生
か
す

「
生
ま
れ
育
っ
た
山
形
に
貢

献
し
た
い
」と
、大
学
で
は
地

域
と
中
小
企
業
を
取
り
巻
く

課
題
や
解
決
策
に
つ
い
て
学

び
、学
校
を
飛
び
出
し
て
県
内

の
企
業
を
取
材
し
て
発
信
し

た
り
、地
域
活
動
の
企
画
・
運

営
を
行
っ
た
り
し
て
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。

現
在
、採
用
と
い
う
仕
事

を
行
う
中
で
、学
生
の
皆
さ
ん

に
当
社
を
知
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

考
え
な
が
ら
、学
生
時
代
の
経

験
が
生
か
さ
れ
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
経
験
が
将
来

に
結
び
付
く
の
か
分
か
ら
な
い

か
ら
こ
そ
、ぜ
ひ
学
生
の
う
ち

に
た
く
さ
ん
の
物
事
や
人
に

触
れ
、自
分
の
可
能
性
を
広
げ

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

人
文
学
部
法
経
政
策
学
科

髙
橋
南
美
さ
ん

フ
ジ
ク
ラ
電
装
株
式
会
社

管
理
統
括
部
総
務
部
総
務
課

多
様
な
経
験
が
未
来
を
創
る

とうけい

いん せき




